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新燃岳噴火に対してのお見舞いの品が届きました！・・・７日（月） 

○福井工業大学からマスク 2,000 枚が届きました。数年前、福井県も水害災害に遭い、他府県より、

多大なる恩恵を受けた経緯があり、今回の噴火に対して、大学としても尐しでもお力になればという

ことで、送って来られたようです。火山灰による生徒たちの健康面を考慮して、マスクを送ることに

なったそうです。ありがたいことです。早速、大学にお礼の電話をし、大切に使わせてもらいますと

話しました。全国の方々が宮崎のことを心配してくださっています。「頑張ろう 宮崎」です。 

 

串木野先生が、全国工業高等学校長協会賞を受賞されました。 

○昨年度、宮崎県教育職員表彰で「優良教育実践表彰」を受賞され

た串木野先生が、本年度は、工業教育実践に顕著な功績があると認

定され、全国表彰を受賞されました。ロボット大会で機械部が、 

昨年は県大会で優勝し、全国大会に出場しました。また、５日のロ

ボット新人大会でも、１・２・３位を独占する成績を上げるなど、

ロボット製作の指導においては、県内の第一人者であるだけでな

く、全国でもその名を知られる先生になっておられます。このよう  

な先生の指導を受けられることを生徒たちは幸せに思い、多くのことを学んでほしいものです。 

 

高等学校推薦入学者選抜検査を実施しました。・・・８日（火） 

○新燃岳噴火の影響で、１時間

遅らせての検査でしたが、無事

実施することができました。 

１６日（水）に、内定通知を行

ないます。なお、内定者には、 

昨年と同様の学科関連のスクラ

ップ集を作成することに加え

て、基礎学力定着のための国数 
 

玄関前で待つ受検生 
 

検査室へ向かう受検生 

英の課題を新たに与えることになりました。内定後も気を緩めることなく勉強してほしいと思います。 

 

全商主催 第７１回簿記実務検定試験の本校合格率は、全体で９２．８％ 

○１月２３日に実施された簿記検定試験の結果が発表されました。本校は、非常によく頑張り、合格

率では、県下でトップと言えるほどでした。日頃の勉強と指導の成果がよく表れたと思います。 

 （主な合格者数） ・２級７６名 ・１級会計６０名 ・１級原計５名 ・１級合格５６名 

 

 

○１０日（木）は、３年生登校日でした。約１週間ぶりの登校でし

たが、みんな元気に登校していたようです。進路対策専門員の楠田

さんと長友先生から、これから約５０日間を充実させ、社会人とし

て、学生として、スムーズなスタートを切るには同在るべきかの話

がありました。また、学年主任の北林先生の指揮で、校歌を歌うな

ど、卒業式の練習も行ないました。卒業式まで、早くもあと２週間

となりました。（左写真：北林先生の指揮の下、よく声が出ていました。） 

 

○２２日（火）~２５日（金）までの４日間、学年末考査が行なわれます。明日１５日（火）~２１日 

（月）までは、学習特別指導も実施されます。１年の締めくくりのテストに、しっかり準備して臨ん

でほしいと思います。事前の指導をよろしくお願いします。 

秀峰通信『啐啄』 



＜今週のニュース＞ 

☆高速無料化実験 えびの－宮崎を追加（国交省計画案）６月から１２月まで、全時間帯 

☆新燃岳土石流 住民避難へ独自基準（都城市２１００世帯４６００人対象）１０日（木） 

  ・時間雨量４㍉超２時間  ・降り始めから２０㍉ 

☆「恩返ししたい」高原で灰除去の奉仕作業１２日（土）宮崎工業高校陸上部・OB、妻高校野球部 

    ※都城市山田町の老人福祉施設や保育所などには、延岡工業高校生も 

（新燃岳本格噴火を英語で）・・・宮崎日日新聞１２日（土）より 

   Mt. Shinmoe between Kagoshima and Miyazaki prefectures continues to be active since it first 

went off on January 19th. Ash and rocks from Mt. Shinmoe have been coming down over towns  

and cities around the 1,421-meter-high volcano. （鹿児島県と宮崎県の間にある新燃岳が、１月１９日に噴

火して以来、活動を続けています。灰と石が、高さ 1421メートルあるこの火山のまわりの町や市に降り続けています。） 

 

２月になって、中学校で、立志式が行なわれています。 

○先日、西小林中でも立志式が行なわれたという新聞記事が掲載されていました。９日（水）には、 

 

小学生５年生の発表 

須木小学校・須木中学校合同立志

式が、須木総合故郷センタ^－で行

われました。小学５年生は、10 歳

ということで、最近流行の２分の

１成人式ということだと思いま

す。小学５年生１９人が「ぼくの・ 

わたしの将来の夢」について、中

学２年生が「立志の言葉」をもと 

 

中学２年生の発表 

に、これからの目標について発表しました。それぞれに、しっかりした考えの発表でした。 

◇小学５年生の発表から・・・先生、保育士、ピアニスト、ケーキ屋さんになりたいなど 

◇中学２年生の「立志の言葉」・・・挑、友、運、釣、幸、努、変、勇、進、続、新、正、望、始 

○立志式の後の記念講演で、本校

新体操部のアトラクションと監督

の永野先生の講演がありました。 

目の前での迫力ある演技に、生徒

や保護者も感激していたようで

す。また、永野先生の「夢に向か

って」という講演ではメモを取っ

ている方もいらっしゃいました。 

 

新体操部のアトラクション 

 

新体操部監督永野先生の講演 

「夢に向かって」の講演より・・・本気でやれば夢は実現する。 

 夢を実現するには・・・①夢・目標を明確にする②行動・練習をする③結果を評価 の繰り返し 

  ②において大切にしてほしいこと・・・（１）基本的なこと（２）感謝の気持ち を大切にする。 

 

新体育館のステージや窓の幕が取り付けられています。・・・１０日（木）現在 

 

ステージは幕を取り付ける作業中 

○ステージ上に校章の入った幕が設

置され、ステージらしくなりつつあ

ります。多目的トレーニング室には 

新体操のマットが敷かれ、「忍耐」、 

「自勝之謂強」の応援幕も下げられ、

３月の全国高校選抜大会に向けての

練習が始まっています。新しい環境

での練習による成果が楽しみです。 

 

新体操のマットも敷かれました 

 


